
今月以降の行事予定（決定分） 

4月 16日 藤枝市議会議員選挙不在者投票 

 ボランティア 乙女椿（歌） 

18 日 ボランティア KYS ハワイアンフラ  

 絵手紙倶楽部 

23 日 書道倶楽部 

26 日～ 菜の花作品展（～5 月 10 日） 

28 日 市川様 ミニコンサート（午後 2 時） 

菜の花カフェ デイ：5月 2日   2 階：5月 21 日 

 ３階：5月 9日  4 階：5月 14 日  

5 月 1 日 ボランティア Fu～風 

 

 

各
ユ
ニ
ッ
ト
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
作
品
の
準
備
を 

始
め
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
様
々
な 

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
も
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、 

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
職
員
の
意
外
な
得
意
技
な
ど
の
作
品
も 

展
示
予
定
で
す
。
是
非
皆
様
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

作
品
展 

４
月
26
日
（
土
）
～
５
月
10
日
（
土
） 

●編集後記   
桜に名残を惜しむまもなく、 
山つつじや藤の花の見頃を迎えています。 
これまで外出できなかった分、 
できるだけお客様に気持ち良い気候を 
楽しんでもらおうと計画中です。 
 

●発行 社会福祉法人聖啓会 
 特別養護老人ホーム菜の花 
 電話：054-646-7087 
 編集 中村 

 

入
居
者
様
の
ご
家
族
で
あ
り
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の 

市
川
浩
平
様
が
、
再
び
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を 

開
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
の 

テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
市
川
様
の
歌
声
が 

響
き
渡
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

前
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
会
場
の
皆
さ
ん
も 

す
っ
か
り
引
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！ 

 

市
川
浩
平
さ
ん 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

静
岡
県
藤
枝
市
出
身 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部 

声
楽
科
卒
業
時
・
卒
業
後
も
多
数
の
賞
を
受
賞
。 

第
39

回
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
入
賞
。 

第
15

回
コ
ン
セ
ー
ル
・
マ
ロ
ニ
エ
21
入
賞
。 

オ
ペ
ラ
で
は
、『
コ
シ 

フ
ァ
ン 

ト
ゥ
ッ
テ
』 

フ
ェ
ラ
ン
ド
役
、『
こ
う
も
り
』
ア
ル
フ
レ
ー
ド
役
、 

第
56

回
芸
大
定
期
オ
ペ
ラ
『
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
』 

ゾ
ル
ゼ
ー
ト
役
を
演
じ
る 

第
59

回
「
芸
大
メ
サ
イ
ア
」、『
ミ
サ
ブ
レ
イ
ヴ
ス
』、 

『
楽
園
と
ペ
リ
』、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ミ
サ
等
、 

宗
教
曲
で
の
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
な
ど 

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。 

 

開
催
日
：
４
月
28

日
（
月
） 

開 

演
：
午
後
ニ
時
よ
り 

会 

場
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル 

 
 

ひ
と
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

四
階
介
護
主
任 

堀
田
隆
弘 

    

桜
の
季
節
と
な
り
、
菜
の
花
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。 私

は
、
特
養
・
シ
ョ
ー
ト
・
デ
イ
と
渡
り
歩
き
、
こ

の
度
四
階
の
フ
ロ
ア
担
当
及
び
四
階
富
士
ユ
ニ
ッ
ト
の

職
員
に
な
り
ま
し
た
堀
田
隆
弘
で
す
。 

自
分
は
優
し
さ
第
一
（
？
）
の
性
格
で
入
居
者
様
の

気
持
ち
に
な
っ
て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
目
配
り

や
気
配
り
が
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 入

居
者
様
お
一
人
お
一
人
の
笑
顔
を
多
く
作
り
、
入

居
者
様
か
ら
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
、
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
職
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

介
護
職
を
し
て
い
て
一
番
嬉
し
い
事
は
、
入
居
者
様

か
ら
の
笑
顔
や
、「
あ
ん
た
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。 

の
ん
び
り
と
「
菜
の
花
」
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
毎

日
綺
麗
で
清
潔
な
生
活
の
場
を
作
り
、
ま
た
一
緒
に

日
々
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。 今

後
も
初
心
を
日
々
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
い
ち
職
員

と
し
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



 

 

 もっとお白粉を 
塗ってあげて！ 

 
こんな感じ？ 

 差し入れ 
ありがとう！ 

 男衆がもち米を半搗きにしてくれました。 
それぞれのぼた餅を丸めて作りました 

 

 

 


